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ガバナーメッセージ 

 
 
 

 

国際ロータリー第２６４０地区 

ガバナー 勝野 露観 

 
 地区内ロータリークラブ会長・幹事 各位 
 平成 21 年も 5 月の中旬を過ぎ、初夏の報をあちこちに耳にする様になりました。春から夏に

変わる頃、梅雨の季節を迎えるのですが、その前兆が大気中に感じられ、梅雨の湿気が肌にま

とわりつく昨今となっておりまして、そろそろ入梅の日が近づいてまいっております。 
さて、昨年の 7 月、ガバナーに就任し、皆様のお手本に月信を配信してまいりましたが、いよ

いよ今月号をもって、最終号とあい成りました。1 年の拝読に対して、心より御礼申し上げる

次第であります。冠頭に於いて、先ずもって、皆様方に至心よりの感謝の意を表したいと思い

ます。 
過日、先月の 4 月 25 日、26 日、堺市のホテル・リーガロイヤルに於いて開催されました、

第２６４０地区地区大会には、万障繰り合わせ、ご出席頂きました事に対し、心より厚く御礼

申し上げます。誠に有難う御座いました。我がホーム・クラブであります和泉ＲＣがホストを

させて頂いたのですが、コホストの泉大津ＲＣ、和泉南ＲＣ、忠岡ＲＣ並びに他のＩＭのＲＣ

の絶大なる御協力を得、且つ地区各委員会の御協力と関係者各位一同の賛助によりまして、大

成功の裏に大会の幕を閉じる事が出来ました。私達は今回の地区大会に、従来に無い手法を取

り入れた事が特徴でありました。簡単に安易な形で、他者に依頼する様な大会ではなく、勿論

経費の面を考えての事ですが、自分達、ロータリアンの手作りの地区大会にしよう！と云う意

気込みとアイデアで勝負する地区大会にしようと云う目標で計画を立てて形に移してまいった

次第であります。最近の地区大会は経費の関係もありまして、地区大会の最後に懇親会を挙行

してまいりませんでした。私が、本年度『一生懸命学び、一生懸命遊ぼう！』と云う方針でＩ

Ｍに御願い致してまいりました故、ＩＭの総決算でもある地区大会には是非とも懇親会を取り

入れたいと意図しておった次第です。特色ある、どこにも無い懇親会は、和歌山アゼリアＲＣ

の御協力により実現しました。アゼリアＲＣは日本では唯一の「バンド演奏と歌手」を持つク

ラブであります。実に素晴しいクラブでありまして、我が地区の特色ある唯一のＲＣとして自

慢しております。見事な歌と誠に楽しい、ユーモアのあるバンド演奏をして頂きました。「他の

地区にない見事な打ち上げパーティーだ」と、出席して頂いた他地区のガバナー＆ガバナー夫

人の感嘆の声を頂戴した次第でありました。今までは２６４０地区に於いて、大阪は大阪地区、

和歌山は和歌山地区と云う目に見えない大きな壁がありまして、両地区間の交流はゴルフ以外

に全く無いと云う状態であったのです。しかし、本年度アゼリアＲＣのおかげで、地区間の交
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流が生まれました。太子ＲＣのホストのＩＭもアゼリアＲＣの御協力のお蔭で大成功でした。

和歌山アゼリアＲＣの皆さんには心より感謝致しております。ガバナー特別表彰団体の部の大

なる価値がありました。今までに無い感動的な地区大会であった！と各方面よりお褒めの言葉

を頂戴し、関係者一同胸をなでおろすと同時に感激し、努力に報われた事に強いやりがいと喜

びを覚えました。地区大会と云う、地区最大の行事を企画し、形にし、現実化する。即ち「夢

ある企画を形にする！」「夢を形にしよう！」と云う本年のＲＩのテーマを実践化する、そのプ

ロセスに於いて、我が和泉ＲＣは、皆な本当に様々な事を学んだのです。 
『心を合わせ、１つの目標の実現に向かって、精進努力する事によって、素晴しい成果を獲

得出来る！』と云う確信を得た事は、和泉ＲＣにとって大きな財産であり、且つクラブの誇り

と自身になったのです。人生に於ける未来を開く上で、組織としての夢と未来を実現する上で

の大きな財産となったのであります。ガバナーとして、この 1 年は実にやりがいの在る 1 年で

した。皆様の御協力と御理解を頂き無事ガバナー年度を終了できます。地区運営に於いては、

ガバナー補佐の皆さん方の絶大なる御支援を得、且つ地区委員会の皆さん達の支えによりまし

て、充実した 1 年でありました。厚く感謝致しております。ただ全てがＯ･Ｋ！かと云うと、心

残りはあります。私の目標の 1 つである「指導者育成のプラン」「リーダーシップ研修会」が中

途半端で途切れた事です。「本当のリーダー育成」が私の最大の目標であったのですが、これは

1 年では到底できぬものでありまして、年月を必要とするものです。次年度村上ガバナー年度

に於いて、本年度の「クラブ研修リーダー」と有志をつのり、各クラブより将来性のあるロー

タリアンに集って頂きまして「リーダー育成、帝王学(ロータリー)と兵法」の会を発足させたい

と考えております。(人間育成・指導者(リーダー)育成の為の修練道場がロータリーの一つの側

面であります故。) 

時代は末世に入っております。末世は五濁悪世と呼ばれておって、邪心を持つ者が世の中を

跋扈し、のし歩き、我が物顔に生きておる。天変地異がさかんに起り、人心は動乱と不安の中

におると仏典に記されておりますが、「まことにそうだなぁ！」と頷くばかりです。昨今、奇妙

な事ばかりが、しばしば起っております。新型インフルエンザの世界的感染問題！世界的株同

時暴落と金融システムの崩壊！温暖化問題！人類自身がもっと真剣に取り組まなければならぬ

問題が沢山あります。このグローバルな様々なトラブルをしっかりと観察しながら、ロータリ

ーの夢、即ちロータリーの綱領の伝統を引き継ぎ、布教して行くのがＲＩの取る可き施策であ

りましょう。その為には、もっと、もっと組織として、危機管理能力の優れた人物を要職につ

ける必要があり、計数管理能力のある人物をポストにつけなければなりません。ロータリー、

ＲＩはただ単なる奉仕団体であってはならない。もっと、もっと人物としての識見と経営能力、

政策力のある人物をトップにすえなければならないと思うのであります。（こう云う人物があま

りにも少なすぎます）そうでなければ、ロータリーは、この現在進行中の大不況を克服する事

は不可能となります。 
ロータリー財団管理委員長(2008～09)のジョナサン・マジィアベ氏は世界中のロータリアン

に向かって「ロータリー財団による 1 部のプログラムへの補助金を削除する旨」を宣言しまし
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た。ロータリー財団はロータリアンにより寄付された浄財によって、プロジェクトを運営して

おるのですが、最近の世界的大不況により、多額の損失をこうむり、財団によるプログラムの 1
部のプログラムの停止を決定したのです。 
ＲＩより配布されたニュースをこの紙面に登場させます。来年より財団担当の各クラブの委

員長、そして会長さんは、このＲＩの方針をよく知っておいて下さい。 
 

財団が一部プログラムへの補助金を削減へ 
国際ロータリー・ニュース：2009 年 5 月 7 日 

ロータリアン各位 

ロータリー財団管理委員会は、4 月の会合で、現在の世界的な不況が、世界中のロータリアンの活動

に対する財団の支援にどのような影響を及ぼしているかについて検討しました。ほかの財団と同様、

ロータリー財団でも多額の含み損（未実現損失）が生じたために、今年の 3 月には、マッチング・グラン

トの申請の受付を一時保留するという決定を余儀なくされました。これらの損失はまた、次年度に支給

されるプログラムの補助金額にも影響を及ぼしています。 

2009-10 年度のプログラム予算と運営予算に関し、管理委員会は、大変難しい決定を下しました。未

来の夢計画のおかげで、私たちは長期的な観点から財団の発展に焦点を当てて考え、判断を下すこ

とができます（その一例として、私たちの最優先活動であるポリオ撲滅活動、ならびに2010年7月に開

始予定の未来の夢試験段階への資金の確保があります）。しかしながら、2010-11年度に、予定よりも

早く複数のプログラムを中止するという決定が下されました。2009 年 7 月 1 日をもって、以下のプログ

ラムへの補助金（奨学金）提供が中止されます。 

• 大学教員のためのロータリー補助金（既に授与された補助金は除く）  

• ボランティア奉仕活動補助金  

• 文化研修のための国際親善奨学金およびマルチイヤー国際親善奨学金（既に授与された奨

学金は除く）   

さらに、2009-10 年度のマッチング・グラントのための国際財団活動資金は 950 万米ドルとなり、これは

2008-09 年度当初の予算を 70 パーセント下回る金額です。地区は、予算削減の影響を受けない地区

財団活動資金（DDF）を、人道的奉仕プロジェクトの実施に使用するよう奨励されています。ただし、中

止される上記のプログラムに DDF を使用することはできませんのでご留意ください。  

保健、飢餓追放および人間性尊重（3-H）補助金の予算も大幅に削減され、 米国国際開発庁

（USAID）との協力の下で実施される新しいプロジェクト（ドミニカ共和国、ガーナ、フィリピンにおける

水・衛生改善プロジェクト）のみに資金が授与されることになります。 このほか 2009-10 年度には、低

所得国のための奨学金共同基金、奨学生ための地域オリエンテーション・セミナー助成金、2010 年度
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RI 国際大会でのロータリー学友祝賀行事、ロータリー財団学友コーディネーターへの研修も、同様に

一時保留されることとなりました。 

また、管理委員会は、国際財団活動資金による研究グループ交換（GSE）についても、2010-11 会計

年度および 2011-12 会計年度の 2 年間にわたって交換を実施し、各年度に一方の地区のみに資金を

提供することに合意しました。未来の夢計画の全面的な実施の直前、GSE プログラムの最終実施年

度となる 2012-13 年度における GSE 補助金に関する決定は、2010 年 4 月の会合で行われる予定と

なっています。 

今回の予算に関する決定が、教育的・人道的補助金プログラムの補助金申請手続きに及ぼす影響に

関しては、ウェブサイト（www.rotary.org）で詳細をご覧いただけます。  

このような措置に多くのロータリアンが落胆されるであろうことを、私たちは理解しております。しなしな

がら、現在の経済情勢を汲むなら、財団の 2009-10 年度のプログラム予算を 1 億 5,330 万ドルに抑え

ることは必須です。この予算額は 2008-09 年度の実質額の見込みをわずかに下回るもので、2008-09

年度の当初の予算より 2,710 万ドル減となっています。未来の夢試験段階（パイロット）の業務を担当

する職員の人件費を含め、2009-10 年度の運営費予算は 4,310 万ドルで、昨年度より約 160 万ドル減

となっています。今年度のコスト削減策により、2008-09 年度の運営費は予算を約 460 万ドル下回るも

のと予測されます。 

深刻な不況の影響を受けている現在、私たちは、投資市場が好調だった時期にロータリー財団が飛

躍的な発展を遂げたことを忘れてはなりません。景気が良好であったときに、私たちは世界中の差し

迫った問題に取り組むために、巨額の補助金を提供してきました。ロータリアンが世界でよいことを実

践し続けていけるよう、再び多額の資金を提供できる日がやってくると、私は確信しております。 

120 万人のロータリアンが、変わらぬ支援を寄せてくださるなら、必ずそのときはやってきます。一部の

活動に対して一時停止という措置が取られることにはなりましたが、これによりロータリーの人道的奉

仕に歯止めがかかるものではありません。現在もロータリアンが財団へ惜しみない寄付を寄せてくださ

っているおかげで、現時点での寄付額が昨年の同時期の数字を上回っていることを、喜びとともにここ

にご報告させていただきます。このような支援がなかったなら、プログラムに対する削減はさらに深刻

なものとなっていたことでしょう。 

この経済危機をともに乗り越えていくために、6 月 30 日までに年次プログラム基金にご寄付いただけ

ますよう、すべてのロータリアンに切にお願い申し上げる次第です。皆さまからのご寄付によって、緊

急な人道的ニーズに応え、世界平和を築くための長期的な力を蓄えることができるのです。今日の不

安定な経済状況の中、財団管理委員は職員とともに、全力で財団を守りながら、その資産を最大限に

生かしていくことをお約束いたします。  

 ジョナサン・マジィアベ 

2008-09 年度ロータリー財団管理委員長 
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次に誠に残念な事ですが、この六月にイギリス・バーミンガムで開催されます、国際大会に

ガバナーとして出席する事になっており、ジャパンナイトを盛大に挙行する計画で進んでまい

りました。しかしながら、新型インフルエンザの世界的大流行もありまして、「万が一」の事を

考えて、ジャパンナイトを停止する事を決定いたした次第であります。地区としては、国際大

会に於けるジャパンナイトは止めますが、国際大会の参加は各クラブの意志にまかせます。止

むを得ず中止とした事をお許し願いたい！せっかく楽しみにしておられたロータリアンが多い

のですが、事情を察知して頂く様伏してお願い申し上げます。 
 
さて、いよいよ次年度の村上ガバナー年度が動き出しました。私達は本年度をより美しく締

め括り、総括して、本年度を反省し、次年度にロータリーの松明(たいまつ)をバトンタッチする

決意であります。１００数年以上の歴史と伝統を持つロータリーでありますが、多くのロータ

リアン達はロータリーの松明の燈(ともしび)を消す事無く、代々継承してまいりました。本年度、

私達の手にわたったロータリーの松明(たいまつ)は消える事無く、燈(ともしび)をより強くして、

次年度の村上ガバナー年度に引き継ぎます。 
 

     品位と品格を何よりも重んじ 
     厳しい環境の中で自己を練磨し、思いやり(thoughtful)と 
     helpful をなによりも大切にし 
     夢と勇気と希望を以って生き 
     人々の為に、世の中の為に、生きて行く！ 
     そんな、ロータリアンを夢見、そんなロータリアンになって頂けん事を 
     念願して、ペンを置きます。 
     長い間の拝読に感謝申し上げます。 
     皆様方の御慶福を心より念じております。 

 
了 
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親睦活動月間によせて 
 
 

 
 
 
 

パストガバナー  前田 孝道 
 
 

ロータリアンにとって親睦と奉仕は、鳥の双翼・車の車輪のごときもので、現在これ

を切り離して考えることは出来ない。 

 しかし 1905 年創立者である青年弁護士ポール・ハリスが、かねてより心に温めてい

たアイディアを 3 人の友人に語り、週一回会員の事務所等を輪番に会場として会合し、

実業人が友愛の心で親しみあい、仕事の上で知り合いの輪を広げる所謂ロータリー活動

を始めたきっかけは、「親睦」にあった。 

 お釈迦様の言葉に「人間がこの世の中で一番大切と思うものは自分である。それゆえ

に人間同士は互いを尊重し、互いを大切にしあわなければならない」とある。 

 もし自己中心的な生き方をすれば、結局自己おも損なうことになる。「親睦」と「奉

仕」の心は、永久に変わることなき「ロータリアンのこころ」である。 
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『ガバナー補佐を務めての感想』 
 
 

 
 
 
 

IM７組 羽衣 RC  北中 登一 
 

ガバナー補佐という重責を担いながら、徒に時を過ごしてしまった。汗顔の至りである。

後悔している。ガバナー補佐を拝命するに当たり、地区としての只今の課題は、クラブの

活性化ではないか、活性化するにはどんな奉仕活動をすればよいか、愚考した。結果とし

てあまりクラブ単独では遂行しにくい国際奉仕活動、苦労があるが、貫徹した時の喜びの

大きさはこれに勝るものは無いと考え、実行に移すことにした。 

早速第一回会長幹事会で資料を配布、地区中野世界社会奉仕委員長のお力も借りて、担

当クラブを指導したのである。材料は山ほどある、要は何を選択するか、即ち、飲み水、

教育、飢餓、識字率等、結果として、奇しくも私が以前、ベネズエラの single mother を

援助するために行ったと同じ、microcredit project をインドの pune の needy people にす

る事となった。当初 RI 財団からの matching grant も認可され受理する手筈であったが、

サブプライム ローンに発する世界的金融危機の煽りを諸に受けて、急遽反故になってし

まった。 

当初の予算が半減する事となり、どうしたら善かろう、議論したが、初志貫徹すべく、

この project を遂行する事になったのである。各会員から戴いた貴重な浄財を携えて、高石

RC の大森、前ガバナー補佐、羽衣 RC の会長、米沢ご夫妻と、藤沢 WCS 委員長が、5 月

の連休を利用して、pune を表敬訪問する事となった。 

友好親善に務めながら、更に此れらの Loan が活かされる貧しい人々の生活状況をつぶさ

に見学してくる事になっている。折りしも一年中で最も気象条件の悪いムンバイ近郊の

pune 訪問とて、多少気掛かりではあるが、善いことをするための訪問であるから、きっと

神様の御加護があるに違いない。 
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ガバナー補佐の実感に感謝 

 
 
 
 

IM 第 8 組 （堺おおいずみ RC） 木久 和則 

 

 平成 19 年 10 月頃、思いもよらずクラブ内でガバナー補佐の推挙をいただきまして

以来、早速当年 12 月初旬頃より地区での研修会や各委員会又協議会他等の出席依頼が

次から次へとあり数十回、又毎月の堺 13RC 会長.幹事連絡会、そして IM8 組ガバナー

補佐の担当 5 クラブ（堺、堺南、堺東、堺北、堺フエニックス、各 RC）の勝野ガバナ

ー公式訪問.他情報交流及び各 RC へのクラブアッセンブリー等に訪問、又近隣ロータ

リークラブへの表敬訪問、冠婚葬祭等々も含め 21 年 6 月末迄 60 数回以上出席させて

いただきました。 

 

 平成 20 年 7 月よりガバナー補佐のスタートにあたり、これから未知と無知の世界を

体験する私は次の三つの心得を実践することを決めました。 

１．今回のお役目は、ロータリーライフの中でロータリーをより一層深く理解でき

るチャンスを与えられた天命と悟り、堺おおいずみ RC は勿論、堺 13RC、そ

して RI2640 地区等々の為に微力ながらベストを尽くそう。 

２．余分な力を抜いて楽しもう。 

３．事務局員に事務的業務を極力負担を掛けないようにしよう。 

 

そしてガバナー補佐業務遂行の内、貴重な体験数々の中、特に印象に残った事項を 

少し列記させていただきます。 

◎ 国際ロータリーに明るく豊富な知識と体験をされているパストガバナー中島治

一郎様はじめ多くの歴代パストガバナー様との面識と知己を得、又素晴らしい

優秀な多くのロータリーアンとの親睦と交流により人脈（ネットワーク）の広

がり。 

◎ 地区各協議会、地区各委員会、等に出席、それぞれの活動計画、及び実績報告

等を拝聴して今迄以上に広く深く理解する事が出来ました。 
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◎ 地区協議会の会長部門での卓話体験（堺おおいずみ RC のロータリー美術展の

開催と実績）。 

◎ IM 第 8 組堺南 RC 担当の新しい取組みよる IM の開催と成功。 

◎ 勝野ガバナーの強力に推進する地区広報活動のマスメデア（産経新聞掲載、OBC

ラジオ放送等）を通じてロータリー広報活動。 

◎ 堺 13RC 会長、幹事連絡会でのお互いの思いやりの奉仕精神と信頼、そして温

かい友情の絆等により次期ガバナー補佐 3 名の選出決定。 

 

   結びに,RI 第 2640 地区ガバナー勝野露観様、の熱意溢れる実行力とご指導、並びに

地区代表幹事、桃田隆彦様の何時もハートのある対応、ご支援ご協力、又ガバナー補

佐の武田耕道様、辰巳俊一様並びに堺 13RC 会長、幹事の皆さんの真心溢れるバック

アップ、そして二度とないガバナー補佐のチャンスえお与えてくださった堺おおいず

み RC 全員の温かい強力なご支援等々、多くの優秀なロータリアンに支えられながら、

豊富な知識と共に今までにない貴重な多くの体験の中で、育てていただきました。 

お陰様で無事に務を遂行する事ができました、心より感謝致します、これからもご

指導ご交誼の程宜しくお願い致します、有難う御座いました。 

 

☆ 私の好きな言葉 
     “生きるなら 生き生きと 意気に感じて 生きる” 
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感謝――ガバナー補佐を務めて―― 

 
 
 
 
 
 

ＩＭ８組 堺東南ＲＣ  武田 耕道 
 
 

明日５月１５日は葵祭。目に染み入る若葉青葉の美しい季節が到来。水辺には赤や白の

スイレンの花が咲き出しました。ガバナー補佐を拝命してはや１１ヶ月余。はじめは不安

と期待が相半ば。しかし勝野ガバナー様と桃田代表幹事様の広大無辺のリーダーシップに

より、そして数多くの善き友人に恵まれたお蔭で、少しずつＡＧライフにも楽しさと面白

味が増えて参りました。 

 

私は４クラブ（堺泉北ＲＣ・堺西ＲＣ・堺おおいずみＲＣ・堺東南ＲＣ）を担当させて

頂きました。クラブ訪問時には会長様はじめ幹事様そして会員皆様方の友情溢れるご配慮

を戴き、和やかな話し合いの場を持つことが出来ました。心より感謝と御礼を申し上げま

す。各クラブとも特色ある奉仕活動を継承され、日々、精進努力されている姿に深い感銘

を受けました。 

 

しかしここで、堺泉北ロータリークラブ（１９７２年３月１２日ＲＩ承認）様が、会員

減少のゆえに、３７年の輝かしい歴史と伝統の幕を閉じ、今期をもってＲＩから脱会され

ることをご報告しなければなりません。残念至極。断腸の思いで一杯です。これまでに達

成されました超我の奉仕活動に対しまして、甚深の敬意と感謝の誠を捧げたいと思います。 

担当クラブの皆様方から、この１年間に頂戴致しました温かい御教導と御支援を衷心よ

り感謝申し上げます。ありがとうございました。なお何かと不行届きの点多々、ございま

したが何卒ご寛恕賜わりますようお願い申し上げます。 
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「ガバナー補佐を務めて」 

 
 
 

 
 

IM８組 堺泉ヶ丘 RC 辰巳 俊一 
 

諸先輩を差し置き 僭越とは思いながらもお引き受けしてしまったガバナー補佐でした

が今となっては本当にいい経験をさせて頂いたと感謝しています。 

ただ 忙しさだけはちょっと私の想像を超えていました。 

３人の補佐がそれぞれ４～５のクラブを担当し、ガバナーの代理として各クラブ訪問を

させていただいたり、地区と担当クラブとのパイプ役をするのが主な仕事でした。 

しかし パイプ役とは言え 今までは自クラブの事が活動の全てだった私にとっては、

如何に自分が「井の中の蛙」であったかを思い知らされる１年でもありました。 

 

学生時代以来「学習・勉強」から長い間遠ざかっていた私でしたが 今回ロータリーに

関しては 自分なりに勉強できたと思っています。そしてそれにも増して嬉しかったのは

「友達の輪」がさらに広まった事。これは団塊の世代の私にとっては貴重な出来事です。「濡

れ落ち葉」ではなく常に活き活きとした「常緑樹」になるべく これからも色々な事を色々

な形で、諸先輩方からまた同朋から学び取っていきたいと思っています。 

 

この１年間 温かいご支援ご協力 本当にどうも有難うございました。 
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ロータリー財団奨学生を訪ねて 

 
地区財団奨学金委員（堺東ＲＣ） 中野 均 

 
日 程 平成２１年５月１２日～１９日 

 行き先 ウクライナ・ポーランド 

 
 当クラブが推薦した奨学生の島田智子さんがウク

ライナのリヴィウ大学で勉強しており、地区として初

めて派遣した国でもあるため、観光目的として訪ねて

きました。 
 
 １３日にリヴィウに着き、彼女のホストロータリア

ンであるユーリー氏とロータリアンでリヴィウ大学

准教授のユーリー氏に迎えられ滞在中の打ち合わせ

をしました。 
 その後、島田さんから現況について話を聞きながらリヴィウ大

学等案内をしてもらい夕食は、ホストロータリアンが予約してく

れたレストランでウクライナ料理を食しました。 
 翌１４日は、ホストクラブから依頼されたガイドさんの案内で

市内散策。夜はクラブ役員の夕食会に招待され、会長メッセージ、

バナー及び意見交換。ほとんど雑談でしたが・・・ 
 １５日は朝からポーランドへ移動のためリヴィウ空港まで見送

ってくれました。 
 

 同日、ポーランド入り。現地には、２００６～０７年度御坊ＲＣ推薦の奨学生で以降 ポ

ーランド国費で今夏まで勉強している増田奈穂さんや０５～０６年度有田南ＲＣが文化研

修で受入されたカロリーナさんがおられお世話になりました。 
 特に増田さんは、１６日２２３０地区の地区

大会でスピーチをすることで、私たち夫婦はそ

のゲストで地区ガバナーのプージンスキー氏か

ら招待されました。 
 よって、私もゲストスピーチがありポーラン

ド語の翻訳付きでしました。当方も勝野ガバナ

ーのメッセージと地区のバナーそして当クラブ

のバナーをその席で渡してきました。
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 会場は、１６００年代に開校された

ブロツワフ大学で、宮殿や教会の中の

ようでした。 
 
 大会は１５日の午後７時から始ま

り１６日の午前中でセレモニーが終

わり、午後から１７日にかけて議案審

議を出席者全員で分科会形式で行わ

れました。 
 我々は、自由行動をさせてもらいブ

ロツワフ市内の案内や翌１７日には

増田さんやカロリーナさんが住むポーランド第２の都市クラクフへ移動し、過去の戦争で

被害を受けなかったクラクフ市内の案内をしてもらいました。食事は、ポーランド料理で

あり、両国とも全く違和感なく食べることができました。もちろん、ビールやワインも。 
 

 なお、２２３０地区は、ポーランド、ウクライ

ナ、ベレルーシの３国で構成されています。   
 今回は、非常に良い経験をさせていただき、大

阪弁しか出来ない私ですが、今後何かのお役に立

てればと思う次第です。 
 また、お世話になった関係各ロータリアンの皆

さま、財団奨学生の皆さまに感謝申し上げます。 
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４４    月月  

松村
まつむら

 秀 一
しゅういち

 
所属クラブ：有田ＲＣ 

職 業 分 類：履物販売 

生 年 月 日：1956 年 2 月 3 日 

那須
な す

 正志
ま さ し

 
所属クラブ：海南東ＲＣ 

職 業 分 類：電気工事 

生 年 月 日：1955 年 3 月 13 日

小司
しょうじ

 和代
か ず よ

 
所属クラブ：貝塚ＲＣ 

職 業 分 類：不動産業 

生 年 月 日：1974 年 12 月 23 日

古賀
こ が

 宰
つかさ

 
所属クラブ：関西国際空港ＲＣ

職 業 分 類：免税品等販売 

生 年 月 日：1953 年 4 月 21 日

大北
おおきた

 和繁
かずしげ

 
所属クラブ：河内長野ＲＣ 

職 業 分 類：貨物運送 

生 年 月 日：1973 年 11 月 10 日

道本
みちもと

 雅
まさ

秀
ひで

 
所属クラブ：河内長野ＲＣ 

職 業 分 類：建築設計 

生 年 月 日：1958 年 3 月 17 日

船戸
ふ な と

 武司
た け し

 
所属クラブ：岸和田南ＲＣ 

職 業 分 類：石油類販売業 

生 年 月 日：1976 年 12 月 14 日

梅本
うめもと

 泰史
やすふみ

 
所属クラブ：松原中ＲＣ 

職 業 分 類：住宅販売 

生 年 月 日：1969 年 3 月 26 日

播本
はりもと

 克
かつ

昭
あき

 
所属クラブ：堺ＲＣ 

職 業 分 類：国際ホテル 

生 年 月 日：1946 年 9 月 7 日 

木村
き む ら

 壽一
ひさかず

 
所属クラブ：田辺東ＲＣ 

職 業 分 類：電気工事 

生 年 月 日：1942 年 12 月 4 日

丸山
まるやま

 勇人
は や と

 
所属クラブ：田辺東ＲＣ 

職 業 分 類：会社員 

生 年 月 日：1959 年 11 月 1 日

岩端
いわばた

 芳則
よしのり

 
所属クラブ：和歌山南ＲＣ 

職 業 分 類：運輸運送代理 

生 年 月 日：1964 年 7 月 23 日
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訃 報  謹んでご冥福をお祈り申し上げます 

 

1 月 物 故 会 員 

 

関東屋
かんとうや

 良
りょう

平
へい

様（りんくう泉佐野ＲＣ） 
２００９年１月１４日死去 

在籍期間：1986 年 11 月 19 日～2009 年 1 月 14 日 

職業分類：タオル製造（シニアアクチブ） 

ポールハリスフェロー： 

恒久基金：べネファクター 

年次寄付：PHF Multiple ＋2 

米山功労者：第４回米山功労者マルチプル 

生年月日：１９３０年８月２２日（昭和５年） 

 

 

 

 

４月 物 故 会 員 

 

柴田
し ば た

 俊一
としかず

様（泉佐野ＲＣ） 
２００９年４月２６日死去 

在籍期間：３７年(内 関西国際空港 RC９年) 

職業分類：核エネルギー研究 

ポールハリスフェロー： 

  マルチプルポールハリスフェロー ２ 

米山功労者：第１回功労者 

生年月日：１９２４年３月６日 
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訃 報  謹んでご冥福をお祈り申し上げます 

 

４月 物 故 会 員 

 

樋川
ひ か わ

 純 一
じゅんいち

様（堺清陵ＲＣ） 
２００９年４月２０日死去 

在籍期間：１４年 

職業分類：モータープール 

ポールハリスフェロー：ポールハリスフェロー 

米山功労者：３回目 

生年月日：１９３５年５月１９日（昭和１０年） 

 

 

 

 

森下
もりした

 章
あき

久
ひさ

様（橋本ＲＣ） 
２００９年４月１３日死去 

在籍期間：７年９ヶ月 

職業分類：建築 

ポールハリスフェロー：ポールハリスフェロー 

生年月日：１９４０年８月３０日 

 

 



 
17 

ＰＨＦ・ベネファクター（４月分） 

 

お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

成川 守彦 35 有田 川﨑 勇 2 和歌山 

森下 正紀 3 和歌山 脇坂 三蔵 2 和歌山 

一色 武彦 2 和歌山 野志 幸生 2 和歌山 

数字はマルチプルの回数   ＢＥはベネファクター 

 

 

 
 

米 山 功 労 者（４月分） 

 

お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

米田 眞理子 7 堺フェニックス 宮本 克之 5 和歌山 

忠岡 清 9 堺南 雑賀 正雄 2 和歌山 

濵口 正義 28 堺西 北村 恒男 1 和歌山城南 

新井 康司 5 田辺    
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（財）ロータリー米山記念奨学会ニュース 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

2009 年 5 月 13 日発行 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

 

１．寄付金速報 ― プラス幅が減少 ― 

２．新年度スタート！ ― 2009 学年度は 826 人 ― 

３．今年も日本の民間奨学団体として第 1 位に！ 

４．「夢をかたちに」のＣＤ発行 ― 台中文心 RC 会長 王 飛龍さん ― 

５．ソウルの仏教中央博物館で招待展を開催 ― 朴 善化さん ― 
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創

立された皆様の資料室です。 
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、1 万９千余点を収集・整備し皆様

のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の

出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。 
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用

願います。以下資料のご紹介を致します。 
 

地区大会記念講演と卓話から 

 

◎「私の出会った素敵な人たち」 福島敦子 （D.2520） 2008 13P  

◎「子どもの心を豊かに」 松本壽通 （D.2700） 2008 12P 

◎「日本の教育に欠けているもの」 石坂公成 （D.2800） 2009 5P 

◎「日本のこれから、日本人のこれから」 藤原正彦 （D.2600） 2008 6P 

◎「高齢社会とサクセスフル・エージング」 井村裕夫 （D.2690） 2009 11P 

◎「夢・宇宙」 山崎直  （D.2590） 2009 7P 

◎「世界平和をめざす国際貢献」 佐藤正久 （D.2770） 2009 2P 

◎「人の縁」 山本一力 （東京六本木 R.C.） 2008 12P 

 

[上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF）] 

 

文 庫 通 信（261 号） 

ロータリー文庫 

〒１０５－００１１ 
東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階 TEL(03)3433-6456・FAX(03)3459-7506 

http://www.rotary-bunko.gr.jp
         開館＝午前 10 時～午後 5 時   休館＝土・日・祝祭日 
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第 2640 地区 出 席 報 告（200９年４月） 
 

会員数 入会 退会 会員数 入会 退会 

クラブ名 
08.7.１ 4 月末 4 月 累計 4 月 累計 

例
会
数 

4 月
出席率

平 均
出席率

クラブ名 
08.7.１ 4 月末 4 月 累計 4 月 累計 

例
会
数 

4 月
出席率

平 均
出席率

有 田 36 37 1 1 0 0 4 93.96 90.02 大 阪 狭 山 5 5 0 0 0 0 4 100 94.73 

有 田 南 33 32 0 0 0 1 3 94.25 97.15 りんくう泉佐野 27 27 0 2 0 2 4 65.06 73.56 

有 田 ２ ０ ０ ０ 16 14 0 0 0 2 4 91.07 85.24 堺 79 78 1 3 2 4 5 88.33 87.30 

藤 井 寺 し ゅ ら 16 16 0 1 0 1 5 96.30 92.30 堺 東 32 34 0 2 0 0 4 97.41 97.91 

御 坊 53 53 0 1 0 1 4 95.07 92.61 堺 北 西 南 西 19 19 0 1 0 1 4 88.23 76.37 

御 坊 東 20 20 0 0 0 0 4 90.00 85.88 堺 泉 ヶ 丘 20 21 0 1 0 0 4 96.43 96.50 

御 坊 南 28 28 0 1 0 1 4 87.00 84.69 堺 北 36 38 0 2 0 0 4 74.74 80.16 

羽 曳 野 27 27 0 4 0 4 4 73.91 82.22 堺 南 33 31 0 0 0 2 4 82.14 83.58 

羽 衣 22 22 0 1 1 1 5 84.77 89.45 堺 中 26 27 0 2 0 1 4 73.00 70.56 

阪 南 13 13 0 0 0 0 4 100 99.71 堺 西 22 20 0 2 0 4 4 90.00 85.91 

橋 本 54 51 0 1 2 4 5 85.47 89.38 堺 お お い ず み 30 32 0 2 0 0 4 89.84 85.32 

橋 本 紀 ノ 川 20 20 0 1 0 1 4 88.00 88.00 堺 フ ェ ニ ク ス 22 25 0 3 0 0 4 81.25 78.20 

岩 出 28 28 0 0 0 0 4 97.32 92.42 堺 清 陵 24 21 0 0 1 3 4 95.00 94.90 

和 泉 39 40 0 2 0 1 4 84.03 84.55 堺 泉 北 10 10 0 0 0 0 4 88.90 87.20 

和 泉 南 33 34 0 1 0 0 4 57.35 62.59 堺 東 南 12 12 0 2 0 2 4 94.45 91.20 

泉 大 津 50 51 0 1 0 0 4 76.81 77.32 泉 南 18 18 0 1 1 1 4 88.24 88.73 

泉 佐 野 37 33 0 1 1 5 4 88.89 89.02 新 宮 57 56 0 2 0 3 3 82.73 83.71 

海 南 45 42 0 0 0 3 4 64.30 69.58 白 浜 15 15 0 0 0 0 4 98.08 91.90 

海 南 東 68 69 1 3 0 2 4 80.07 80.57 忠 岡 13 12 0 0 0 1 4 50.91 60.22 

海 南 西 22 21 0 0 0 1 5 89.04 84.50 太 子 9 12 0 3 0 0 4 79.54 81.85 

貝 塚 19 18 1 1 0 2 4 100 97.20 高 石 29 29 0 1 0 1 4 77.78 74.98 

貝 塚 コ ス モ ス 21 21 0 0 0 0 4 88.75 87.37 高 師 浜 20 18 0 0 1 2 5 89.41 86.34 

関西国際空港 32 31 1 1 0 2 4 60.00 70.88 田 辺 87 85 0 0 1 2 4 88.89 88.86 

河 内 長 野 29 31 2 3 0 1 4 84.60 81.00 田 辺 は ま ゆ う 36 33 0 2 0 5 3 80.81 78.70 

河 内 長 野 東 27 30 0 4 0 1 4 89.13 88.34 田 辺 東 50 48 2 2 0 4 4 85.96 85.03 

岸 和 田 51 46 0 2 1 7 4 85.12 80.68 富 田 林 34 34 0 0 0 0 4 72.31 80.22 

岸 和 田 東 54 55 0 3 0 2 4 97.50 93.48 富 田 林 南 21 21 0 1 0 1 5 72.63 78.94 

岸 和 田 北 27 27 0 0 0 0 4 96.04 99.40 和 歌 山 75 72 0 3 1 6 3 82.07 85.57 

岸 和 田 南 21 21 1 2 0 2 5 91.29 82.20 和歌山アゼリア 42 43 0 2 0 1 4 83.13 84.06 

粉 河 19 19 0 0 0 0 4 97.37 97.41 和 歌 山 東 55 53 0 1 0 3 5 96.82 98.44 

高 野 山 22 23 0 1 0 0 4 94.75 96.07 和 歌 山 城 南 38 40 0 3 0 1 4 88.57 90.14 

串 本 9 11 0 3 0 1 4 70.52 71.24 和 歌 山 北 49 47 0 1 0 3 4 84.64 75.73 

松 原 36 35 0 0 0 1 4 81.52 86.85 和 歌 山 南 86 90 1 8 1 4 4 89.00 86.81 

松 原 中 25 26 1 4 0 3 4 84.62 77.39 和 歌 山 中 28 29 0 1 0 0 4 92.43 84.42 

美 原 26 25 0 1 0 2 4 88.00 88.10 和 歌 山 西 22 22 0 0 0 0 4 95.45 95.45 

那 智 勝 浦 20 21 0 1 0 0 5 70.00 71.56 和 歌 山 東 南 37 41 0 5 0 1 3 88.89 87.93 

大 阪 金 剛 29 31 0 3 0 1 5 88.40 85.60      

 
クラブ 7 月 1 日クラブ会員数 4 月末クラブ会員数 入会 退会 

男性 2229 女性 128 男性 2202 女性 138

4 月平均 

出席率 4 月 累計 4 月 累計 
73 

2357 2340 84.57 12 106 13 111
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６ 月 ロータリー親睦活動月間（Rotary Fellowships Month） 

１日 (月)   

２日 (火)   

３日 (水)   

４日 (木)   

５日 (金)   

６日 (土) 第 6 回諮問委員会 ホテルグランヴィア和歌山 

７日 (日)   

８日 (月)   

９日 (火)   

１０日 (水)   

１１日 (木)   

１２日 (金)   

１３日 (土)   

１４日 (日)   

１５日 (月)   

１６日 (火)   

１７日 (水)   

１８日 (木)   

１９日 (金)   

２０日 (土)   

２１日 (日) 国際大会 英国バーミンガム  

２２日 (月)   ↓  

２３日 (火)   ↓  

２４日 (水)   ↓  

２５日 (木)   

２６日 (金) ＩＡ委員・顧問会議 ナチュラルガーデン 

２７日 (土) 第 5 回財団奨学生オリエンテーション ＪＡ和歌山 

２８日 (日) ローターアクト地区大会  

２９日 (月)   

３０日 (火)   

 

 

 

 
 
 

   国際ロータリー第２６４０地区 

   ガバナー事務所のご案内 

 

〒640-8215 和歌山市橋丁 23 サイバーリンクス N-4 ビル 2F 

Ｔ Ｅ Ｌ （073）４２８－２６４０ 

Ｆ Ａ Ｘ （073）４２８－２６４３ 

Ｅ-ｍａｉｌ info@rid2640g.org 

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.rid2640g.org/katsuno/ 

勤 務 時 間 9：00～17：00（土・日・祝日は休み） 

ＳＴＡＦＦ 代表幹事 桃田 隆彦 

事 務 職 員 山本千恵子 平田有紀子 

 

 


